
◆東海地方　2020年4月　景気判断理由　一部抜粋
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《受注量や販売量の動き》新型コロナウイルスによる受注量の減少で臨時休業する客が出始めた。納期の先送り依
頼もあり、受注量は減少している。【窯業・土石製品製造業（社員）】

《周辺企業の様子》新型コロナウイルスの影響もあり、引き合いが減少している。【人材派遣会社（経営企画）】

《求人数の動き》新型コロナウイルスの影響が更に深刻な状況になり、求人をストップしている企業が大幅に増加
している。【人材派遣会社（営業担当）】

《周辺企業の様子》新型コロナウイルスの影響により休業等が増えている。その関係で雇用調整助成金の手続きや
説明を受ける事業主が多くなっている。【職業安定所（次長）】

《受注量や販売量の動き》客の業種によりばらつきはあるがトータルの売上は変わらず、横ばいが続いている。
【電気機械器具製造業（経営者）】

判断の理由、追加説明及び具体的状況の説明、回答者属性

《販売量の動き》スーパーの代わりに身近なコンビニで買物を済ませる客が増えた。冷凍食品や日用品など、売上
点数が増えている。【コンビニ（店員）】

《来客数の動き》新型コロナウイルスの影響ではあるが、ここまで人出が少ないのは、今まで見たことがない。
【タクシー運転手】

《販売量の動き》新型コロナウイルスの影響で、介護リフォームの工事案件は客の検討時間が長くなり、成約しに
くい状況である。【その他サービス［介護サービス］（職員）】

《受注量や販売量の動き》新型コロナウイルスの影響で、客の在庫積み増しや消毒液関係の需要が増えており、容
器出荷量は増量している。【化学工業（営業担当）】

新型コロナウイルスの終息時期が見通せないなかで、中小企業を中心として、経営の持続に限界を感じている企業
の声が多くなっている。【職業安定所（次長）】

先行きに対する判断理由、回答者属性

新型コロナウイルスの影響が収束に向かうと見込まれるので、客足も戻ってくるのではないかと期待している。
【スーパー（総務）】

新型コロナウイルスの緊急事態宣言の解除がいつになるのかは誰にも分からないが、解除されると、消費が百貨店
や外食に向かい影響が出る。【スーパー（ブロック長）】

新型コロナウイルスも少しは落ち着き、ある程度は回復が見込まれる。新製品の完成を進めるよう努力している
が、商品化には少し時間が掛かる。社会のエネルギーの根幹である原油相場の落ち着きがポイントと考える。【そ
の他非製造業［ソフト開発］（経営者）】

新型コロナウイルスの影響で生産の調整、あるいは今後の落ち込みが考えられる。自動車関係についても、受注量
の変更、納期後ろ倒し等のいろいろな話が出ている。【電気機械器具製造業（経営者）】

求人数は減少している。先行き不安で一旦ストップという会社もある。【民間職業紹介機関（支社長）】

新型コロナウイルスが終息しない限りどの業種も良くないが、高齢者の客が多い店は一層暇である。【美容室（経
営者）】

全く見通しが立たない。新型コロナウイルスの状況次第であり、完成車メーカーがどれだけ稼働するかである。
【輸送用機械器具製造業（総務経理担当）】

雇用について、現状でも未曽有の状況だが、先の見通しが全く立たない状況下で中小企業の貸付金や補償金の給付
などが後手になっており、企業の経営・存続の危機も今後出てくる懸念が大いにある。まだ、この先更に悪化する
可能性も充分に考えられる。【民間職業紹介機関（窓口担当）】
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